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ありがとうございました

一
首
目
、
友
人
の
訃
報
が
続
き
、
ど
う
し
た
こ
と
か
と
思
っ
て

い
る
時
に
、
ふ
と
自
分
の
生
命
線
に
目
が
行
っ
た
。
当
た
る
も

八
卦
当
た
ら
ぬ
も
八
卦
、
そ
ん
な
自
分
の
微
妙
な
心
理
状
態
を
冷
静
に
捉

え
て
い
る
。
二
首
目
、
老
齢
に
な
る
と
漢
字
を
忘
れ
る
こ
と
は
よ
く
あ

り
、
共
感
す
る
人
は
多
い
と
思
う
。
三
首
目
、「
太
郎
」
は
岡
本
太
郎
画
伯

の
こ
と
。埋
も
れ
て
い
る
作
品
を
未
亡
人
が
鑑
定
し
発
見
に
努
め
て
い
る
。

選
評

　全建総連千葉建設労働組合八千代支部
様から、一般寄附金として３万円の寄附
をいただきました。 

京成大和田駅に
アクセントウォールが新設

　現在、リニューアル工事中の京成大和田
駅の上りホームに、工事の一環でアクセン
トウォールが設置されました。掲示物や広
報紙を配架するためのもので、掲示部分に
は市が提供した1968年から2000年までの駅

周辺の写真が
展示され、京
成大和田駅と
共に歩んでき
た､ 街の歴史
が感じられる
空間になって
います｡

　こども誰でも通園制度とは？
　保育所などに通っていない生後６か月か
ら満３歳未満のこどもを育てている全ての
家庭に対し、保護者の就労要件にかかわら
ず、月一定時間までの利用可能枠の中で、
時間単位で柔軟に保育所や幼稚園などを利
用することができる制度です。
■対象者　
保育所などに通っていない生後６か月から
満３歳未満のこども
■利用方法　
月10時間以内で時間単位で柔軟に利用可能
■標準料金　
１時間300円（施設によって異なります）

４月
から始

まります

※利用には、認定を受ける
必要があります。認定申請
の受け付けから認定証の発
行まで、２週間ほど要しま
す。詳細は右のコードから

　市と市教育委員会は、本市に拠点を置く一般社団法人BIG BLUES（BIG BLUES 八千
代ベイ東京：ジャパンラグビートップイーストリーグ所属のラグビーチーム）、株式会社

KoKoKaRa（YACHIYO FLAGs：トップリーグ所属の
３人制バスケットボールチーム）とホームタウン協定を締
結しました。協定はスポーツ活動の推進と地域活性化を図
ることを目的としたものです。今後両チームは市内でホー
ムゲームを開催するほか、体験会や学校・学童などでスポ
ーツ教室などを開催します。また、両チームが共同で考案
した、ラグビーとバスケットボールを組み合わせた「トラ
イスリーボール」の体験会も予定しています。

▲市ホームページ

▲�ラックには広報やちよも配架
されています

株式会社ノジマ様へ感謝状の贈呈
　同社は社会貢献活動の一環として長年にわたり市に家電
製品などの寄附を続けていただいております。本年度はプ
ロジェクター、蓄電池、モニターなどさまざまな製品の寄
附を通して本市行政の各分野の事業推進にご協力いただき
ました。２月９日、市から同社に対し、このことに深い感
謝を示し、記念品の贈呈と感謝状の授与を行いました。

▲�株式会社ノジマ小宮佑介様に感
謝状をお渡ししました

▲�２月９日に下村健代表理事（左
端）、工藤峻介代表取締役（右端）
と協定締結式を行いました

本市を本拠地として活動するスポーツチームと連携
ホームタウン協定を締結しました

◀総合支援シ
ステム内の利
用申請は左の
コードから

【４月１日から利用開始】
市立睦北保育園（島田1004）

　こども誰でも通園制度総合支援システム
（総合支援システム）内の利用申請で市へ
申請します。

　総合支援システムから「アカウント発行
のお知らせ」のメールが送信されますので、
パスワードの設定と利用者情報の登録をし
てください。認定証はシステムにログイン
した際に確認できます。

　総合支援システムで利用したい施設の初
回面談予約を行います。
※事業所にて日程調整の後、初回面談日確定のお
知らせがメールとシステム内通知で届きます 　初回面談（事前）終了後、総合支援シス

テムで利用日を予約することができます
（仮予約）。施設が利用日を承認すると、総
合支援システムから予約確定のメールが届
きます（予約確定）。

認定申請
認定の決定

事前面談予約

利用までの流れ
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利用日予約

利用

【４月以降に準備が整い次第開始】
たんぽぽすくすくくらぶ（上高野1151たんぽぽ幼稚園内）
市立八千代台南保育園（八千代台南1-24-1）
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